
 

 

京都大学オープンアクセス方針  

 

平成 27 年 2 月 20 日  図書館協議会承認  

平成 27 年 4 月 14 日  部局長会議承認  

平成 27 年 4 月 28 日  教育研究評議会承認  

平成 27 年 4 月 28 日  役員会承認  

 

（趣旨） 

１．京都大学は、本学に在籍する教員（以下「教員」という。）によって得られた研究成果

に対する学内外からの自由な閲覧を保証することにより、学術研究のさらなる発展に寄

与するとともに、情報公開の推進と社会に対する説明責任を果たすために、オープンア

クセスに関する方針を以下のように定めるものとする。 

 

（研究成果公開の権限） 

２．京都大学は、出版社、学会、学内部局等が発行した学術雑誌（図書等を除く）に掲載

された教員の研究成果（以下「研究成果」という。）を、京都大学学術情報リポジトリ（以

下「リポジトリ」という。）によって公開する。ただし、研究成果の著作権は京都大学には

移転しない。 

 

（適用の例外） 

３．著作権等の理由でリポジトリによる公開が不適切であるとの申し出が教員からあった場

合、京都大学は当該研究成果を公開しない。 

 

（適用の不遡及） 

４．本方針施行以前に出版された研究成果や、本方針施行以前に本方針と相反する契

約を締結した研究成果には、本方針は適用されない。 

 

（電子データの提出とリポジトリへの登録） 

５．研究成果の発行版がリポジトリでも公開可能である場合、京都大学は当該発行版をリ

ポジトリに登録することができる。発行版の公開は禁じているが著者版の公開を許して

いる場合、研究成果の公開に同意した教員は、著者最終稿等を、できるだけすみやか

に京都大学へ提出する。リポジトリへの登録・公開、公開後のデータ利用等、リポジトリ

に関わる事項は、「京都大学学術情報リポジトリ運用指針」に基づき取り扱う。 

 

（その他） 

６．本方針に定めるもののほか、オープンアクセスに関し必要な事項は、関係者間で協議

して定める。 



 

Kyoto University Open Access Policy 

approved 

by Kyoto University Library Network Board on February 20, 2015; 

by Deans and Directors Meeting on April 14, 2015; 

by Education and Research Council on April 28, 2015; 

by Board of Executive Directors on April 28, 2015 

 

(Objective) 

1. To assure open access to published products of Kyoto University faculty research to 

further research and public accountability. 

 

(Access Rights) 

2. Kyoto University Research Information Repository (hereafter “Repository”) shall 

provide open public access to Kyoto University faculty research published in journal 

articles without acquiring copyright. 

 

(Waiver) 

3. Kyoto University exempts research requesting copyright or similar protection. 

 

(Non-retroactive) 

4. This policy exempts research published prior to its implementation or contractually 

conflicting with it. 

 

(Electronic Data Submission) 

5. The Repository shall disclose published versions of research whenever permitted. If a 

publisher prohibits open access to the published version but allows open access to 

final prepublication manuscripts, researchers should submit their final prepublication 

manuscripts to the Repository. Deposit, release, subsequent use, and all other issues 

related to the Repository shall be implemented in accordance with Kyoto University 

Research Information Repository Operational Guidelines. 

 

(Others) 

6. Open access issues unstated in this policy shall be negotiated by the parties 

concerned. 
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